
未来投資会議 第２回 （平成２８年１１月１０日） 資料８
厚生労働大臣提出資料より抜粋

未来投資会議における議論について③

18

MKRYC
テキストボックス
参考資料１




未来投資会議 第７回 （平成２９年４月１４日） 資料５
厚生労働大臣提出資料

未来投資会議における議論について④

19



自立支援に向けたインセンティブの検討について

老化は避けられませんが、日々の努力で介護状態になることを予防できます。いったん介護
が必要になっても、本人が望む限りリハビリを行うことで改善できます。（略）そして、効
果のある自立支援の取組が報酬上評価される仕組みを確立させます。

平成29年4月14日未来投資会議における安倍総理大臣発言（抜粋）

介護：科学的介護の導入による「自立支援の促進」

（残された課題）
・介護予防や、要介護状態からの悪化を防止・改善させるための先進的な取組が一部に広
まっているものの、国として目指すべき形として、自立支援等の効果が科学的に裏付けら
れた介護を具体的に示すには至っておらず、また、要介護度が改善すると報酬が減ること
もあり、自立支援に向けたインセンティブの充実等を求める声がある。

（主な取組）
・次期介護報酬改定において、効果のある自立支援について評価を行う。

未来投資戦略2017（平成29年6月9日閣議決定）（抜粋）

自立支援に向けた介護サービス事業者に対するインセンティブ付与のためのアウトカム等に
応じた介護報酬のメリハリ付け（中略）について、関係審議会等において具体的内容を検討
し、2018 年度（平成30 年度）介護報酬改定で対応する。

経済財政運営と改革の基本方針 2017（平成29年6月9日閣議決定）（抜粋）
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